Strategy of The Visual Processing of The Soccer Players in The Wide Area Field of Vision Range by 今村  律子 et al.
広域視野範囲におけるサッカー選手の視覚情報処理
著者 今村  律子, 乾  眞寛, 徳島  了, 花沢  明俊, 坂






その他のタイトル Strategy of The Visual Processing of The




Biomedical Fuzzy Systems Association
NII-Electronic Library Service
iomedioal 　 uzzy 　 ystems 　As ooiation
バ イ オ メ デ ィ カ ル ・フ ァ ジ ィ ・シ ス テ ム 学会誌 VoLl6，　 No ．1，　 pp ．IO5 − 116 （2014 ）
　　　　　　　　　　　　 Copyright（92014　Biomedical　Fuzzy　SysteinsAssociation
［Original　article］
（2013年 2 月 28 日　Aocepted）
広域視野範囲におけるサ ッ カー 選手 の視覚情報処理
今村律子1， 乾眞寛2， 徳島了2， 花沢明俊1， 坂元瑞貴2， 山本勝昭2，磯貝浩久1
1）九州工業大学大学院　2）福岡大学ス ポーツ科学部
要約 ： 本研究では，サ ッ カ 選ー 手を刻象 とし，有効視野 の範囲 llO° と生理的視野 180°の 広範囲で視
覚朿嫐 が呈示 された場合に，視覚情報の 獲得が どの よ うに行われ て い るの かを注視点距離か ら検討する
こ とを目的とした．対象者か ら 3m の 半円上にモ ニ ターを設置 し，正面，有効視野 110°位置，生理的視
野 180°の 3 つ の 視覚朿「嫐 条件にお い て ， 指押し課題と全身反応課題の 2 つ の 反応形態の 測定を実施 し
た．その 結果，呈示条件における注視点距離に差は見られ なか っ た．しか し，反応時間と注視輯 囃 の
関係を検討した結果，反応形態にお い て，全身反応課題で は，注視点が長い と反応時間が速い とい う関
連が見 られた，また，指導者に よ るサ ッ カ 選ー 手 として の パ フ ォーマ ン ス 評価の順位は，全身反応課題
におい てすべ て の条件に注視点距離と有意な相関が見られたため，注視点距離が長い選手は 「周りが良
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広域視野 範囲 に お け る サ ッ カー選手の 視覚情報処理
1．は じめに
　 ス ポーツ競技者にとっ て視覚情報の 役割は大きく，
サ ッ カ
ーなど球技種目で は，複数の 運動する物体を同
時に認識，追跡する必要陛が生 じ る．球技種日に お い
て は、自分が注目すべ き場面（1 対 1 やボ ルー 保持等）
以外で も常に周囲 を意識 してお く必要が あり，時間
的 ・空間的制約 の 中で意思決定を行 う複雑な興 竟下で
競技を行 っ て い る［且］．そ の ため，広範囲に渡る視覚情




視覚神経系の 生理学の 観 点か ら視覚情報の 処理経路に
は，色や形などの詳細な認識を担当する腹側経路と，
動きや空問の 3 次元構造などの 空間情報担当の 背側経
路の 2 つ の 機能の 理解も進んでい る［
2］．これ らの 生理
的機序をもとに Trevarthen［
3］は ， 視覚情報処理 につ い て
詳細な運動 の 指針 となる中心視シ ス テ ム と，姿勢など
の 全身運動の 指針となる周辺視シ ス テ ム に区分した．
中心視 シ ス テ ム は狭 い 範囲に対応 し，色の 感度や形 の
認職 度も高く意識 的に情報を捉 えるなどの 機能を持 っ
て お り，視野対象の 詳細な情報 の 検討を行っ て か ら行
動に結びつ けるため反応速度は遅い ．一方，周辺視シ
ス テ ム は，広 い 範囲にお い て動 い て い る もの や対象の
位置な どの情報獲得に優れ，その 視覚情報 の 獲得 の ほ
とんどは無意識的に行われて い る．広 い 空間を把握 し，
姿勢制御な どの 全身運動の指針となる周辺視シ ス テ ム
は，反応速度が速い とされて い る，
　これらの 2 つ の視覚シ ス テ ム の機能特性を評価する
手段と して眼球運動測定が有効で ある とされ，ス ポー
ツ選手の視覚研究が進 ん で い る［4］［5］［6］　［1．これ らの 研究
を概観する と，そ の ほ とん どが対象者と対面した状況
を想定した条件で行われ て お り，注視すべ き相手 の 周
辺 の みの狭い範囲を対象と して い るとい う課題 が見ら
れ る．また加藤［8亅は，現在の視覚研究は中心視に着 目
したもの が多く，周辺視に つ い て は視線配置パ ターン
とい う注視位置と注視時間か らの推察に とどま っ て い
る こ とを指摘して い る．その ため，今後は周辺視シ ス
テ ム の 広い 範囲の 機能特性に着目 して い か なければな
らない と言える．特に球技種 目で は ， 広域の視野範囲
か ら人やボ ルー を認識するこ とが必要で あるため，周
辺視の 役割は大きい ．
　周辺視 の 役割につ い て は ， 網膜 の 視細胞 か ら説 明で
きる，すなわち視細胞の ひ とっ である桿体細胞は，周
辺視野の 機能に関与 して お り，　 「何があるか」ではな
く，　 「何か動い た」 とい う知覚が優先 して お り，高速
に動くもの を検知する働きを担っ て い る．また，周辺
視の 役割は他に もバ ラ ン ス や距離感覚に も関わ っ て お
り，有垣 ［9］圃 は周辺視を制限する こ とで バ ラ ン ス を崩
し， フ リ
ース ロ ーの 成功率が低下する こ とを検証 して
い る．こ の よ うに，動くもの へ の 反応やバ ラ ン ス など
周辺視の 役割は ， 球技種 h選手 の 反応 ・認知に大きく
影響す ると言える．
　これらの こ とを踏まえる と，時 々 刻々 と変化す るサ
ッ カ
ーに必要とされる周辺 視シ ス テ ム を明らかにする
ため に は，広域な視野範囲を想定 した周辺視を検討す
る必要陛が指摘で きる．これまで サ ッ カーにおける視
覚研究で は，1 対 1 の デ ィ フ ェ ン ス 時のディ フ ェ ンダ
ーの 俔線の 配置と視線の 配置パ ターン の計測 回 やペ
ナ ル テ ィ
ーキ ッ ク時における視線 の 測定が行われて い
る［1］［111［121［131．こ れ らの 視覚研究の共通点は，1対 1の対
人状況や その 対象物 の 周辺範囲を視野範囲 の 対象 と し
てい る こ とや，特定の ポ ジシ ョ ン に 限定されて い る こ
とで ある．サ ッ カー選 于の 視覚1青報源となる範囲は広
域で あり，自分がボ ルー を持っ て い ない 場合で も常時
広域 の 範囲か ら得 られ る有効な視覚情報を獲得する必
要がある．
　視野範囲につ い て畑 田ら［
14］は，簡単な呈示刺激の存
在や判別 が可能であり， 外界情報を判断する際に影響
を持 つ 範囲を 20〜llO
°
とし，刺激 の 存在の みが判定で
きる範囲を IIO°以上 で ある こ とを明 らか に して い る．
一方，池田 ［15］は，注意 の 機構 に関連し，知覚の 及ぶ範
囲を有効視野と名付け ， 見る訓練や環境から視覚情報
を送 り込 み 続 ける こ とによっ て視覚系機能が向上 し，
拡大 して い くこ とを示唆してい る．有効視野は，注意
の 容量によっ て その 範囲が変動する特徴を持っ て い る
とされ て い る，サ ッ カー選手にとっ て，広い視野 の確
保は必須で あ り，1 か所に固視せず ， 広域の 範囲 に映
る敵 ・味方 ・ボール などの存在に常に反応 しなけれ ば
ならない ．こ れ らの こ とから本研究 で は ， 広範囲 の 視
覚情報が行為の 判断 として重要なサ ッ カー選手に必要
で あろ う視野範囲 llO° を有効視野 と設定した［
la．また，
一方，生理的な視野 の 広さは絶対的視野（静的視野）と
され，そ の範囲は視野角約 180− 200°と言われ て い る
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ため本研 究では ， 生理的な視野 を 180° と設定す る こ と
とした，
　広範囲な周辺視を測る方法と して，従来は注視位置
に着目 して い たが，近年は注視点距離の有効陸が指摘
されて い る［la．注視 点距離 とは，眼球運動の ひ とつ で
ある立体視や奥行きを感知するた め の 「輻輳 ・開散運
動」 による左右の 目の輻輳角か ら算出された視線が交
差する点まで の こ とを示 し，観察距離や絶対距離など
とされる．注視 薫の距離に目的対象物があれば，そこ
まで の距離は観察距離となり， 実際の 距離と同 じであ
る．注視点が対象物 と同 じ距離にあり，焦点を合わせ
てい るとい うこ とは，中心親 で対象物を捉えて い ると
い うこ ととなる．常に 中心視で もの を見る こ とは困難
で ある．Takemura，　et　al1．［1刀は，サル を用い た実験によ
り眼球 の 輻輳 ・開散運動を精密に制御 して い るの は大
脳皮質 MST 分野で あるこ とを発見し，輻輳 ・開散運
動の制御が運動時の視覚情報処理 に関わ っ て い るこ と
か ら，ス ポーツ選手 に お い て運動時の視覚1青報方略の
解明の一助となる可能陛を示唆 して い る．剣道の 「遠
山の 目付」とい っ た ，対象 の 後方に視点を置く見方が ，
広範囲 の 対象を見る球技種目の 選手にとっ て も有効 で
あ り， 速い 反応ができることが報告されてい る囮 ，
　そ こ で本研究で は，広範囲の 情報の 獲得が必要 とさ
れるサ ッ カ
ー選手を対象とし， 有効視野の範囲で視覚
刺激が呈示 された場合 と，生理的視野の範囲か ら刺激
が呈示 された場合の ，視覚卜青報の 獲得方略 を注視点距
離か ら検討するこ とを 目的とした．また ， 大学 トッ プ
レベ ル の 選手を対象 とし，指導者の 評価を含め，注視
点蹕 唯と競技 レベ ル の 闘系も検討するこ ととした，ス
ポーツ場面に近 い 広範囲の 視覚情報獲得方略と指導者
に よるパ フ ォ マー ン ス 評価との関係を明らかにする こ





思われ る男子サ ッ カ
ー選 手 20名（19．8土 LO4歳），ス ポ
ー
ツ経験年数は 9年以上（13．4±2．18年）で あっ た．対象者
の 視力は ］．O 以上，全員裸眼 で視覚障害などが認 め ら
れない 正常な視覚機能を有してい た．なお ， すべ て の
対象者には本研究の 目的，実験内容，及び測定に伴 う
危険陸を十分に説明 し， 対象者の 同意を得た上で ， 充
分な注意と体調に配慮を行い なが ら実験を実施した．
2−2．実験装置 ・環境
　測定機器は 眼球運動測定装置（  社製モ バ イル 型
ア イマ ーク レ コ ーダーEMR −9）を使用 した．眼球運動測
定装置のサン プ リングレートは eOH2 であり，最少分
解能は 0．1° であっ た，
　視覚刺激呈示には 5 台の 17イ ン チPC 用モ ニ ターを
使用 した．モ ニ ターの 設置高は L5m の位置に設定し
た．サ ッ カーにおい て 3m 前後の 範囲 の 対応が重要 と
みな され て い るため，各モ ニ ターと対象者の観察距離
は 3m と した．設置位置は対象者の 正 面に 1台，対象
者正面を中心 とし，対象者か らの最大視角 110° に映る
ように左右に 2台を，180°の位置に 左右 2台を設定し
た．なお，実験室内 の他の環境が影響 しない ようモ ニ
ターの周囲に は衝立を設置し，衝立外側にて モ ニ ター
の制御を行っ た（図 1 参照）．刺激の 作成に は ， 視覚呈
示プ ロ グラム を（visual　Basic．NET （visual　studio　2010
professional）にて作成）を用 い ， 実験条件の 制御には ワ
ークス テーシ ョ ン （HP ・workStation ・XW9300 ）を使用 した，
　指押し課題の場合， 被験者の 頭部運動を防ぐために
顎台を用 い た，全身反応課題 の 場合に は，キ ャ リブ レ
ー
シ ョ ン 時のみス タ ン ド式顎台を使用 し，課題実施時
の 目安に な る よ うに顎の高さに ゴ ム 紐を引い て被験者
自身に ゴ ム紐 の 高さを試行毎に確認 し，試行中はで き
る限り頭を動かさない ように指示した，また，正面モ
ニ ター下部にカメラ穴を開け刻象者の 動 きを確認する
ために撮影 した．
2−3．実験条件
　指押し課題 と全身反応課題 は，同じ刺激呈 示条件で
課題を実施 した．各モ ニ ターには，課題が呈示 され る
合図として 緑が呈示 され ， そ の後モ ニ ターは白に戻 り，
赤が呈示 された ら素早 く反応 し，その反応時間が記録
される．周辺視研究に使われて い る視覚刺激は，ア ル
フ ァ ベ ッ トや数字，刺激の 輝度などを多く採用 して い
る．ス ポーツ場面で視覚情報の対象は，数値や文字な
どを判別する こ とで はな く，ダイナ ミ ッ ク に変化する
運動場面にお い て ，広範囲に位置するボールや敵，味
方の 把握が重要な情報となる．そ の ため，呈 示物そ の
もの の 内容の認識には複雑さを必要としな い ため，ユ
ニ フ ォ
ーム などの色を把握するこ とを想定 し ， 本実験
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広域 視野範PHに お け る サ ッ カ ー選 f’の 視 覚 情 報 処 理
では ， モ ニ タ
ー画面にカ ラーを呈示す る こ とを課題 と
した．
　課題は，各条件 10言斯ゴ行 っ た．条件課題
．
は以 下の と
お りであっ た（図 2参照）．
条イノ1  正 面モ ニ ターの みを使用 し，赤色 に なっ た ら素
速く反bLK単糸「阪 応）
条件  ：止 面 と 110°に設置された 2 台の 計3台の モ ニ タ
ーの うち，赤色が 出た 方向を選択（UO
° 内選手版 応）
条件   ：3 止 面 と 180
°
に 設置 され た 2 台の 計 3台の モ ニ
タ のー うち，赤色が出た方向を選択（180
°内選択反応）
　条1’KDは，正面の モ ニ ターの み の 反応 で あ り， 条件
  ，  で は課題が 馳示 される範囲が広くなる．
　反応形態は，指押 し課題 と実践場面を想定 した全身
反応課題を実施 した．指定 されたモ ニ ターに赤が表示
された場合に ，指押 し課題で あれ ばキーを素早 く押す ，
全身反応課題 で は マ ッ トか ら選択す る方向（右前，前，
左前）の マ ッ トへ 素早 い移動を行 うよ うに教示 した．
24 ，実験手続き
　被験者に実験 要領を説明 し実験参加の 了解を得て ，
ア イマ ーク装着後，対象 となるモ ニ ターを設置した 3m
の 位置にお い て アイマ ーク装置の キャ リブ レーシ ョ ン
を行 っ た．指押 し課題と全身厠 、旆果題の 順序は カ ウン
ターバ ラ ン ス をとっ た．また，反応形態の 課題が変わ
る際にキ ャ リブ レーシ ョ ン 位署を修正するた め，必ず
オ フ セ ッ ト作業を行っ た ．最後に ，実験に対す る感想
として 5 分科度 の イン タビ ュ ーを実施 した．その 中で
「自分 の 竸技にお い て瞬碍の 判断が必要だと思われる
状況」 に つ い て質問を彳亅っ た．
　また，対象者を ス ターテ ィ ン グメ ン バ ー候補である
メ ン バ ーを A 群（10名）と し，そ の ほ かの 選手 を B 群（10
名）と して 2群の 比較を行っ た．さらに，現場 で の サ ッ
カー選手と して の パ フ ォーマ ン ス を評価するために ，
対象者の 指導者に依頼 し，対象者の 氏名が 且枚ず つ 記
載 されたカー ドを 「サ ッ カー選手として 評価で きる」
と思わ れ る順番に 並べ 選手 の 1幀位付けを行 っ た．サ ソ
カー選手 として評価で きる内容と して，　 「周囲の状況
が常に把握できて ， 状況判断が優れ て い る事，また，
適度な緊張感を持ち，周囲の 情報に敏感で ある こ と」
が挙げられた．本研究に協力した指導者は，S 級ライ
セ ン ス を所有し，国際試合の 監督を務め る こ ともあ り，
国際，国内で の 優勝経験 を持ち，个国上位人賞の チー





点 距 離 は ， nac 社 製 ア イ マ ー ク 解 析 ソ フ ト
EMR −dFactoryで抽出され た 注視点距離を採用 した．
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　輻輳角か ら算出された注視点距離は ， 遠距離になる
ほ ど輻輳角の増減に対する距離の 増減が大き くなり，
眼球運動の測定誤差が大 きくなる．具体的には，眼幅
64cm の 対象者が注視距離 3m で キ ャ リブ レーシ ョ ン
を行っ た場合，注視距離 5m，10m，15m，20m での 誤
差はそれぞれ 0．31m，1．25m，2．95m ， 5．59m で ある．
　そ こ で本研究で は，サ ッ カー選手を対象としてい る
こ とか ら，で きるだけ遠距離のデータを収集するため，
サ ッ カーコ ー ト内の ゴ ルー か らの ペ ナ ル テ ィマ ーク位
置（llm）［
19］を想定し，ア イマ ーク解析ソ フ トによ り算出
された 10m 未満の注視点距離データ を分析対象 と し
た．注視点距離データは ア イマ ーク専用分析ソ フ ト
EMR −dFaCtoryによ り得 られた。課題遂行中の 固視点
注視状態の データ（60Hz サン プ リン グ）を全て使用 し，
条件毎の 平均値を解析 に用 い た，ただ し， こ の 分析ソ
フ トにお い て頭部運動によるプ レや垂直方向へ の視線
移動はエ ラーとして検出される．さらに 10m 以上 の 注
視点距離データは解析か ら除外 した．また，試行間（3
秒間）の デ
ータも平均値の 算出 に含まれ て い る．試行間
中の 視線方向はおおむね正面 の モ ニ ターの範囲（注視
点か ら約 7 度以内）にとどまっ てい た．
　反応形態と呈示条件による反応時間 と注視点距離に
関して は，モ ニ ター数 と設置位置を変えた 3 つ の モ ニ
タ
ー呈示条件と反応形態，対象者の競技 レベ ル 群と注
視 点距離で は，2 要因分散分析を行 っ た．また，反応
形態，呈示条件別 に よる反応時間 と注視点距離の 関係
や，指導者と注視点距離の 関係を見るために相関分析
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　反応時間におい て ， モ ニ ター数と設置位置を変えた
3 つ の モ ニ ター呈示条件 （正面 1点呈示 × llO
°視野角内
3 点呈示 × 180°視野角内 3 点呈示）と反応形態（指押 し
× 全身反応）の 2 要因分散分析を行 っ た（図 3）．そ の結
果，交互作用が有意で あ っ たため（1伽 ）−6．09，　p 〈0．05），
単純主効果の検定を行っ た．指押 し課題と全身課題の
反応時間の 有意差が認め ら，3 条件におい て指押し課
題 の 反応時間が速い こ とが明らか となっ た．また，指
押 し 課 題 の 条 件   （m −275．lmsec）， 条 件  
（m ‘346．lmsec），条件  〔m ＝381．Omsec），順で反応時間
が速 く， 全身反苑課 題 で は，条イ！1
’QrrF648．7  ec），条
件  （m ＝675．7ms   ）の 反応時間が条件  （m ＝702，7ms   ）
よ りも有意に速い こ とが明 らか となっ た．
　続 い て 注俔 転距離の 比較を行 っ た（図 4）．モ ニ ター数
と設置位置を変えた 3 っ の モ ニ ター呈示条件 と反応形
態 の 2要因分散分析 を行 っ た．そ の 結果旱示条件で 注
視点距離 の 平均値 は，条件   （m ＝32m ），条件 
（m 三3．13m）， 条件  （m ＝3．04m ）の 順 で 長 か っ た が ， 有
意な差は見 られなか っ た（F（asg）＝094 ，p くO．1）．また，反
応形態要因で も指押 し
．
課題1（m −3．25m）が ， 全身反応課
題（m ＝3．Om）よ り も注視点距離の 平均値が長 い 結果 と
な っ たが，有意な差は見 られ なか っ た（FUiL）＝0．76，
p 〈O．1）．交互 作用に も有意な差は み られなかっ た
3−2 反応形態 と呈示条件別に よ る反応時間と注視点距
離の 関係
輻輳角か ら算出された注視 醒 齲隹と反応時間の 関係
を指押 し課題 と全身反応課題の 2 つ の反応形齠 rJに検
討を行 っ た．図 5 は横軸に注視 醒 」囃 を示 し，反応時
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図 5．課題別による反応時間と注視点距離
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図 6．条件 ・反応形態別に おける反応時間と注視点距離
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ッ トしたもの である．全身反応時間は指押し課題 より
も反応時間が遅く ， 分散が みられ るが ， 相関分析を行
っ た結果，指押 し課題（r− 023，p〈0，1）には相関は見られ
ず，全身反応課題（r− O．41，が 0．05）に注視 点距離と反応
時間の有意な相関が見られた．
　次に，注視点距離と反応時間の 関係を反応形態，呈
示 条件別 に お い て検討を行 っ た．反応形態 と呈示 条件
別によっ て各対象者の データの分布を図 6 に 示す，横
軸は注視点距離で あり，指押し課題（◆）で は ，注視点
距離の長さに関わ らず対象者全体を見て も反応時間に
大きな変化は見 られない．相関分析の結果 ， 指押 し課
題にお い て は，全て の 呈示条件におい て も注視点距離
と反 応時間に有意な相関は見 られ なか っ た（条件 
r− O．37，p＞0，1， 条件  r− O．39，〆 0，1， 条件  尸一〇27，
p〆o．1）．次に ， 図 6 の 全身反応課題（・）では条件  か ら
  ，  になるに っ れ て 注視点距離が短くなる よ うに 見
られたが， 相関分析の結果，全身反応課題の条件  に
有意な相関が見られ ， 条件  で は注視点距離 と反応時
間に有意な傾向が見 られた（条件  t− O．45， p 〈O，05，条
件  博 044，p ＜0．1， 条件  r− O．32，p＞O．1）．情報を捉え
るべ き範囲が広がっ た条件の 場 合， 反応形態に関わら
ず， 注視点距離に変化は見られない こ とが 明 らか にな
っ た．
3−3 条件間の 注視 点距離の関係
条件問の注視点距離の変化を検討 した．図 7 は反応
形態別 に お い て ，条件  と  ，条件  と  条件  と
  の注視 点距離をプ ロ ッ トしたもの で あ る，2 つ の条
件に お い て ，同じ注視点距離で あれば，x ，y座標の直線
上にプ ロ ソ トされる．指押 し課題におい て条件  と 
でばらっ きが見 られるもの の ， 全身反応課題にお い て
は，い ずれの 条件にお い て も直線上に注視 点距離の 値
があ り，呈示条件に よる注視鯉 鵑隹の 違い は見 られな
か っ た．どの 呈示条件におい て も， 注視点距離が短 い
対象者は短く， 注視点距 離が長 い 対象者は長 い 結果で
あっ た．
34 注視 鰐 巨離とパ フ ォ ーマ ン ス との 関係
対象者をス タ メ ン候補で あ る メ ンバ ーを A 群（10名）
と し，その ほ かの選手を B 群（10名）と した 2群の注視
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広域視野範囲に お ける サ ッ カー選手の 視覚情報処理
点距離につ い て，反応形態別に群（2）と呈示条件（3）の
2 要因分散分析を行 っ た．その 結果 ， 指押 し課題 にお
ける呈示条件にお い て群問 （Fo、i8f2 ．73，　p＞0．1）と呈示
条件（F（23a＝0．56，　p＞0．1）の t一効果は見られず，交彑作用
も見 られ なか っ た（図 8）．また，全身反応課題 で は，呈
示条件に主効果が認められ ， 多重比較を行 っ た結果，
条件  （m ＝3．10m）と条件  （m ・2．83m）に有意な差が見
られた （F（2SC）4 ．62，　pくO．05）．しか し，群間の 主効果は
見 られず（Fi，］8）＝2．53，p＞0．1），交互作用 も見 られなかっ
た（図 9）．
　次に，支橡 とな っ た選手の 指導者に，対象者の 氏名
が一人に 1枚記載されたカー ドを 「プ レー評価が高い
選手 」と思われ る順番に 並べ lr躑立付けを行っ て もらい ，
その パ フ ォ ーマ ン ス 評価の順位 と注視点距離の 関係を
反応形態 に 加え呈示条件別 に お い て検討を行 っ た．図
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図 10，各条件別における注視点距離と指導者による選手ラン キ ン グ
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ばらつ きが見 られる．パ フ ォ ーマ ン ス 評価順位と注視
点距離 の 相関分析を行 っ た結果 ， 条件  の 広範囲呈示
条件 に の み有意な相 関が見 られ た（条件  r− O．32，
p＞0．1，条イ糠 一〇32，p♪O．1，彡“tu − O，47，17（（）．05）．
次に，全身反 応課題（○）に お い て ，各条件別に パ フ ォ
ー
マ ン ス評価圓 立と注視点距離の相関分析を行 っ た結果，
す べ て の 条件に お い て 有意な相関を示 した （条件 
厂≡」O．48，グ （O．05，≦籍牛く2》匸」0．49，p 〈O．05，剰 牛（3）一〇．47　，
p＜O．05）．つ まり， 指導者によるパ フ ォ マー ン ス 評価順
位が高い と注視 点距離が長い とい う関係が見 られた．
3−5 対象者 へ の イ ン タ ビ ュ ー
　対象者に 「自分の 競技場面で ，認知や判断が必要な
ときとは ？」 とい う質問を行 っ た．その結果，対象者
か らは，ボール をもらう前後に ドリブル かパ ス か とい
っ た判断するために，自分の位置 味方の位置，敵の
位置など，視覚情報となる対象の 位置に関する内容や，
瞬時に相手 と自分の チーム の 数を把握し， 攻めるか守
るか とい っ た数的情報 を把握す る内容 など， 主 に位置
や数などの情報の把握があげられた．また，常にコ ー
ト全体の 状況を把握して ，効果的な指示 を出す こ とや ，
パ ス を送るス ペ ース や，走り込む ス ペ ース などを探す
こ となどの内容な ど，広域の範囲の状況把握が重要で
あ る こ とが語 られた，特に レ ギ ュ ラーク ラス の 選手か
ら，これらの 内容が多 くうか がえた．
4．考察
本研 究では，サ ッ カー選手を対象とし，有効視野の
範囲 110° と生理的視野 180°の 広範囲で視覚刺激が呈
示 された場合に，視覚情報の獲得がどの よ うに行われ
て い るの かを注視 点距離か ら検詞す る こ とを目的と し
た。また，対象者で ある トッ プ レベ ル の 選手たちの 結
果に指導者によるパ フ ォ マー ン ス 評価を加 え，注視点
距離と競技 レベ ル の 関係につ い て検討 した，
　まず，反応形態 と呈示条件による反応時間の 検討を
行 っ た，その 結果，全身反応課題よりも指押 し課題 の
反応時間の 平均値が速 く，呈示条件の範囲が広がるに
したが っ て反応時間が遅くなるこ とが示 された．本実
験の反応形態 の特徴として ，3 つ の キーを選択するだ
けで あ っ た指押 し課題に対し，全身反応課題で は，方
向性 を課題 と し，単純反応 の ようにマ ッ トか ら素早 く
降りる（足を離す）とい う動作で はな く，正 しい 方向の
マ ッ トを踏む動作に なっ て い たため，反応時間の 遅延
が あっ た と考えられ る，続い て，反応形態と呈示条件
による注視点距離の 比較を行っ た．広 い 範囲か らの 刺
激 に対 して，注視点距離は長くなると仮定 したが，結
果におい て は呈示条件間に有意差は見られなか っ た．
この こ とか ら対象者は ， 広範囲の刺激呈 示条件（110
°
，
180°）で も，正面か らの視覚呈示 と変わらない注視 点距
離を保持して い ると考えられ る．
　次に ， 反応時間と注視点距離の 関係につ い て検討し
た．まず ， 注視醒 巨離と反応時間 の 関係 を ， 指押し課
題 と全身反応課題 の 2 つ の 反応形態別に相関分析を行
っ た．そ の結果，全身反応課題の反応時間と注視 点距
離に おい て有意な相関が認められた．今村ら卩6］は，広
範囲の 呈示朿［1激に対 して注視捉 目雛が短 い と，全身反
応課題の 反応時間が遅延する可能性を示 して い る．今
回の 研究におい て も，先行研究と同様の 知見が得られ
たもの と言える，2 っ の 反応形態をそれぞれ 呈示条件
ごとに，反応時間と注視 点距難の 相関分析を行っ た．
そ の結果，全身反応課題の 条件  に有意な相関が見ら
れ ， 条件  で は有意傾向が確認された．正面課題（条件
  ）か ら有効視野 llOQ（条件  ）までは，反応時間の速さ
は注視 点距離 の 長さに関連して い るこ とが うかがえる．
しか し，生理的視野 180°（条件  ）には，反応時間と注
視 点距離の 関係は見 られなか っ た．つ ま り，有効視野
に 呈示 される刺激に対 して ， 全身反応課題では ， 方向
を決定する際に前進する準備動作が容易になりやすい
可能 1生があ る．一方 ，生理的視野 に 呈 示 され る刺激に
関して ，課題 の開始設置から左右水平位置に刺激が呈
示 されるため，準備動作を行 うタイ ミン グに ズ レ が生
じ，そ の ため反応時間の遅延が見られた の で はない か
と推察される．この こ とを実際の フ ィール ドの現象か
ら推察すると，サ ッ カーで は生理的視野に相当する広
範囲か ら刺激（人やボール ）に対する反応 へ の意識が必
要で あ り，そ れがなけれ ばさらな る反応時間の 遅延が
生 じると考え られる．
　次に 呈示条件間に よ る注視 転距離の関係を検討した ，
指押し課題，全身反応課題の 両反応形態にお い て ，呈
示条件に関わらず注視 点距離の変化は見 られなか っ た．
つ ま り，呈示刺激の範囲が正面に限 られた場合で も，
広範囲の 場合で あっ て も，各対象者には定まっ た注視
点距離が見られるこ とが明らかになっ た．こ の こ とか
ら，どの よ うな条件に なっ たとして も，注視点距離が
一定で あ る とい うこ とに は，個人特有 の 視覚情報獲得
方略が存在 して い る こ とが示唆された．こ の こ とには，
ス ポーツ競技者は 目々 の練習や試合の 中で 自然と体系
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広域視 野 範囲 に お け る サ ッ カ ー選 手の 視覚情報処 理
化 された無意識的な視覚探索を身につ けて い る 卩∫能陛
が指摘され て い る こ とが関係 して い る と考えられるF91．
すなわち長年，広域範囲を視覚情報 の 獲得対象と して
競技を経験 して い るサ ッ カー選手に とっ て ，止 面 を見
る こ とと，広範囲 の 視覚情報獲得の 方略 に違い は見 ら
れず，同様の 方略を持 っ て い るみなすこ とができるだ
ろ う．
　次に，注視点距離とパ フ ォ マー ン ス の 関係を見るた
めに，ス ターテ ィ ン グメ ン バ ーに選ばれる A 群 と控 え
の B 群 の 2 群間の 注視擢 巨離の 比較と，指導者による
パ フ ォ
ーマ ン ス 評価と注視県距離の相関分析を行っ た．
　ス ターテ ィ ン グメ ン バ ー群と控え群の 2 群問の 注視
点距離の 比較を行っ た結果，2 つ の群の 注視点距離に
は差が見 られなか っ た．こ の結果は，各群とも標準偏
差の ば らつ きが大きか っ たため と推察される．続 い て
指導者に よる個人の パ フ ォーマ ン ス 評価 と注視点距離
の 関係の相関分析を行っ た．そ の結果，全身反応課題
の全呈示条件におい て，注視点距離 とパ フ ォーマ ン ス
評価は有意 な相関が見 られ た．また ， 指押し課題 の 条
件  につ い て も，全身反応課題 と同様に注視点趾囃 と
パ フ ォ
ー
マ ン ス 評価に有意な相関が見られた，つ ま り，
有意な差が 見 られた 4 つ の 呈示条件にお い て 注視点距
離が長い 選手は，パ フ ォ マー ン ス 評価が高い とい う関
係が明らか になっ た．今回 の 実験の 結果，観察距離で
ある 3m 地点に位置する対象に対 し，そ の後方を見 る
とい うこ とが，左右に 広がる範岡の 情報を捉える方略
の ひ とつ であ り，こ の 視覚情報獲得方略がパ フ ォーマ
ン ス 謂 而に影響 して い るこ とが 明 らか となっ た，すな
わち，サ ッ カーにお い て 3m の 距離にある対象に対 し，
対応で きる範囲を広げて い る こ とが考えられる．
　対象者へ の イ ン タ ビ ュ ー結果 か ら，サ ッ カー選手に
とっ て ， 有効な視覚情報を獲得するためには，豊富な
情報量と，広い 範囲の 情報の 把握が必要である こ とが
明 らかにされた．特にそ の 傾向は レ ギュ ラークラス の
選手に顕著に示 され，こ の 結果，こ れ らの 意識はパ フ
ォ
ー
マ ン ス 評価が高い 選手 の 注視点距離の長さと関連
して い ると思われ る．
本研究では ， ス キル レ ベ ノレや身体能力の差によっ て
影響を受けない よ うに ， 競技 レベ ル の 高い 選手 に 限定
した．競技 レベ ル の高い 選手は，対象物よりも後方に
注視 縣を置くとい う視覚情報の 方略 が うか が えた．こ
の こ とか ら，対象よりも注視点を後ろにおく視覚清報
方略が，広範囲における視覚方略を必要 とするサ ッ カ
ー選手 に有効で あるとみなすこ とができる．
今後は，サ ッ カー以外の競技種目や競技 レベ ル の 設
定に お い て，遠距離，広域の 刺激呈示研究を積み重ね
て い きた い ．また，刺激対象そ の もの の観察距離が変
動するなど，精密な輻輳開散運動を見るために 広範囲




ら注視点距離の 変化を明 らか にす る こ とが ， ス ポーツ
の 現場で起 こ る刺激に刻す る視覚情報獲得方略の 解明




視野 180°）にお けるサ ッ カー選手の情報処理を注視 点
距離か ら検討した．まず，広範囲か らの 視覚刺激に対
する反応時間は，反応形態に関わ らず遅延する こ とが
明らか となっ た．次に反応時間と注視点距離の 関係を
検討 した．反応形態におい て，全身反応課題で は，注
視点が長い と反応時間が速い とい う関連が見 られた，
また，指導者によるサ ッ カー選 手 として のパ フ ォ マー
ン ス 評価の lr闘立は，指押し課題 の 180°範囲呈示条件と
全身反尾課 題にお い てすべ て の ．条件に注視点距離 と有
意な相関が見 られ，注視 龍 巨離が長い選手は 「周 りが
良く見えて い る選手」 と して 評価され て い る可能性が
ある こ とが示唆された，こ とか ら，対象よりも注視点
を後ろ にお く視覚情報方略が，広範囲における視覚方
略を必要 とするサ ッ カー選手に有効で あるとみなすこ
とが で きる。
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